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◆ 日本電産 (NIDEC) の歩み と 企業研究 着目点 (1/2)
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◆ 日本電産 (NIDEC) の歩み と 企業研究 着目点 (2/2)

1973年に精密小型 ﾓｰﾀｰ のﾒｰｶｰ として創業した NIDECは、創業者である永守重信

会長の “時代の変化を読む戦略眼“ と”M & Aを積極的に活用した ｽﾋﾟｰﾄﾞ感のある事業

展開” により、創業から 46年目2020年度に 連結売上高 1.5兆円を見込む規模に成長。

HDD (ﾊｰﾄﾞﾃﾞｲｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ) 用ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾓｰﾀｰ の覇権奪取を足掛かりに、自動車向けを含

めた様々な ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ に進出し、創業時の ｺｱ製品であった小型精密 ﾓｰﾀｰ から中型 / 

大型 ﾓｰﾀｰ へ製品ﾗｲﾝｱｯﾌﾟを拡充させ、その中で Valeo 車載 ﾓｰﾀｰ 事業、ホンダ ｴﾚｼｽ

、オムロン ｵｰﾄﾓｰﾃｲﾌﾞ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ など様々な自動車部品事業体を買収。

NIDECは長期の戦略目標として 2030年度に売上高 10兆円達成を目指しており、そ

の牽引役として 「車載事業」 と 「家電・商業・産業用事業」 を重点事業に設定。

CO2排出削減に向けて 世界的に内燃機関のみを搭載する自動車の新車販売を制限す

る動きが拡大する中で (“CASE – Eの衝撃”） 特に駆動用 ﾓｰﾀｰ と ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽ、ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

などを一体化した “E-Axle” の事業拡大に注力し、 2030年に1,000 万台の販売を賄う

生産体制の構築を旧ﾋﾟｯﾁ で進めている。

2025年に向けては 駆動用ﾕﾆｯﾄ にｼｬｰｼを組み合わせた EV用ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業の準備

を進める 等 Tier 0.5 Supplier 化する動きも見せており、従来の自動車部品業界に変

革を起こす台風の目として注目が高まっている。



◆ 『 はじめに AM 事業開発 に M & A 不可欠 』

1. AM に関して NIDEC を取り上げる背景

自動車業界における “CASE - E の衝撃” を捉え、車載搭載 電気・電子機器、中

でも 【ﾓｰﾀｰ とその中核統合製品 (“e-Axle” の如き Motor / Inverter / ECU

一体化)】 への参入に成功。 現在では 従来の車載搭載機能部品ﾒｰｶｰ 以上

に注目を浴びている。

AM / 3DP 適用事例として 「電動化」 に伴うその中核機能部品、特に 【ﾓｰﾀｰ】

とその周辺に特徴的な採用傾向が出てくるものと思われるが、「車載搭載 電気・

電子機器」 を扱う 「新興勢力・今では主力ﾌﾟﾚｰﾔｰ である NIDEC」 との

Partnership 構築が鍵となる。

2. NIDEC➡ 「MHI 工作機械」 を買収、2021年 7月ｸﾞﾙｰﾌﾟ傘下に
MHI 工作機械は、AM 事業として 「DED Directed Energy Deposition 方式 AM 装置を

開発済 (積層造形 ｻｲｽﾞの大型化、造形ｽﾋﾟｰﾄﾞ に優れる利点）、品質保証体制 /

造形ﾌﾟﾛｾｽ の強化」 を図ってきている。

☚ 「車載搭載機能部品 ﾒｰｶｰ」 が 「その専用工作機械･AM装置 ﾒｰｶｰ」 でもある

☚ AM 事業開発 に M & A 不可欠
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1. Global & 日本 AM 重点対象

輸送系 移動体 システム

● 宇宙 （成層圏外）

航空 – 機体、エンジン、装備品

● 自動車 ・ 商用車 ・ 二輪車

鉄道

● 船舶・海洋構造物

深海艇・潜水艦・水中ﾄﾞﾛｰﾝ

A  -1  民需 & -2 軍需

B  -1 OEM & -2 MRO (ｱﾌﾀｰ･ﾏｰｹｯﾄ)

5

①

分類記号
Global & 日本

Ⅰ金属系 &
Ⅱ 樹脂系

1. AM 装置販売

& ｺﾝｻﾙﾃｲﾝｸﾞ、
ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ

2. SP ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ &

RP、試作・小ﾛｯﾄ生産

A -1/-2 & B -1/-2

市場 ①、② & ③ 医療

5

②

①

日本電産

自動車 EV化の超主力
Player と共に市場成長

することが肝要
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電動車両 駆動ｼｽﾃﾑ

EV向けに デバイス

を販売してきた企業

<EV化自動車>
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾞ ﾒｰｶｰ が
Inverter を作る

2. 自動車 EV化と主要Player (CASE – “ E ”) (1/5)



車載充電器機能も搭載 (Motor + Inverter + Battery + Reduction Drive) 

最大出力： 140KW

最大ﾄﾙｸ : 3,100Nm

回転数 ： 12,000rpm

充電時最大電力： 43KW

DC-DC Converter : 

SiC利用

7

新興勢力

& 明電舎

2. 自動車 EV化と主要Player (CASE – “ E ”) (2/5)
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日本電産 E – Axle

83 kg

150 KW  (Peak Output)

60KW  (Rated Output)

3,900 Nm  (Peak Torque)

1,450 rpm

350 V  (Operating Voltage)

減速比 1: 10.4 ~ 11.1

2020年11月

2. 自動車 EV化と主要Player (CASE – “ E ”) (3/5)
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本田技研 (モーター構造）

車載電動機器一体化設計 (1/2)

EV化に伴う 欧州・日本有力メーカーの動向

明電舎 (ﾓｰﾀｰ･ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ一体化）

MELCO

NIDEC

地上据付型➡

車載搭載型電気機器

2. 自動車 EV化と主要Player (CASE – “ E ”) (4/5)
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Bosch
(ﾓｰﾀｰ･ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ・減速機 一体化）

2024年頃 EV 電動車両 機電一体化 の動向

2. 自動車 EV化と主要Player (CASE – “ E ”) (5/5)

車載電動機器一体化設計 (2/2)



3. 日本電産 CASE – “E” の衝撃 (1/7)   
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2018年 1月

2019年 3月
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（日本電産 & 三菱電機）

「車載搭載型
電気・電子機器」
への参入が遅れた
企業 2社

3. 日本電産 CASE – “E” の衝撃 (2/7)   
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日本電産 自動車関連 M & A

3. 日本電産 CASE – “E” の衝撃 (3/7)   

現在 日本電産シンポ
で 機械系機能部品、
精密減速機 等を扱い
業態を拡張
➡自動化のGr 企業

2021年 機械加工、
AM ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ力
を取り込む

着実に車載搭載
電気・電子機器
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ力
を取り込む

Valeo
Emarson Electric
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日本電産
三菱重工工作機械 M & A (1/3)

EV向け Motor

Robot 用減速機

主要機能部品
及び 主要設備
内製化

2021年 2月

3. 日本電産 CASE – “E” の衝撃 (4/7)   
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日本電産
三菱重工工作機械

M & A (2/3)

2021年 2月

3. 日本電産 CASE – “E” の衝撃 (5/7)   
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2021年 6月
3. 日本電産 CASE – “E” の衝撃 (5/7)   

滋賀県工業技術総合ｾﾝﾀｰ
2019年 3月、全国の公設試験研究機関に先駆け、

地元の MHI 工作機械製の金属 AM機

「LAMDA 200」 を導入。

2019年 8月、県内企業の AMによるモノづくり

技術向上を目指す 「滋賀 3D ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 研究会」 を設立。

AMによる造形物の品質保証に繋げる研究、材料を

ﾕｰｻﾞｰ自身で作れる、欧米と同様 今後はDED 方式が

金属AM の最有力になる。

MHI 工作機械 二井谷 取締役談
・ DED式、品質安定化が課題の一つ

・ 「造形の観察、制御機能と大気環境中

での金属造形を可能にする機能」

の搭載モデルを増やす

・ 当社が 「試作造形ｻｰﾋﾞｽを提供、装置

導入までに顧客ﾉｳﾊｳ 獲得を支援」

・ DED方式以外の装置にも幅を広げる

日本電産
三菱重工工作機械

M & A (3/3)
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日本電産

関 潤 社長談話
中国事業
に拡大の
余地大

2021年 1月

3. 日本電産
CASE – “E” の衝撃

(7/7)   
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<参考 Ⅰ> 先端メカトロニクス
– 電動化必須機器・システム構成

●「メカトロニクスの無限大の可能性」と「電動化・電子化」が背景

“Motion Control 企業 (Robot 主要ﾌﾟﾚｰﾔｰ･減速機ﾒｰｶｰ)” 事例 から

モーションコントロール用 電動ドライブシステムの基本形

PCU
(Power Control Unit)

E C U

PCU設計の標準化
（コンパチブル入力等）

ハードと制御ソフトの
プラットフォーム化

新型モータ

機電一体
電動ドライブシステム

ユニバーサル入力

回生/蓄電出力等

メカ一体化
ビルトイン

オペレータ

IoT、CMS

RD
減速機

Fanuc 等
自動化 ﾒｰｶｰ
「減速機の無い
制御」 が理想
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ハードウェア

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

デバイスドライバ

ミドルウェア

アプリケーション

組込み（ET）
情報（IT）

PC, サーバ 機器組込み制御基板

OS
（Win, Linuxなど購入品）

開発範囲
（用途依存）

大規模 小規模

開発範囲
（ハード依存）

システム設計

安全要求分析

機能設計 単体テスト

結合テスト

安全要求検証

システムテスト

ソフトウェア
構造設計

設計フェーズ テストフェーズ要求分析 受け入れテスト

コーディング

MBD
Model Base Develop.

(V Model)

<参考 Ⅱ> ソフトウェア開発とその所掌分野 (1/2)
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙ革新

を牽引する

“Software”

<参考 Ⅱ> ソフトウェア開発とその所掌分野 (2/2)
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<参考 Ⅲ> “CASE” 合従連衡 (商用車）



Desktop 
Metal Carbon

Stratasys

Lux Capital

NEA

GE Ventures

BMW Group 

GV

(former Google V)

JSR

Nikon

Secoia

Capital

Silver Lake 

Partners

Total Purchasing : 

$ 212 M      

Total Purchasing : 

$ 400 M

<参考Ⅳ>  樹脂系材料 について

・ 三井化学 - アーク
車づくりの最上流にアクセス
独 BMW

・ 東レ 自動車材料開発拠点
* PPS (Polyphenylene Sulfide) 

– 250℃超

・ 旭化成 EV C Car

・ 三菱ケミカル EV / 航空電力系

・ 独 BASF
米 Dow Chemical

Dupont
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